
令和５年度　群馬県立女子大学　高大連携による公開講座一覧及び授業概要【前期】
曜日 時限 授業科目名 担当 授　業　概　要

月 4 芸術の現場から（リレー講座） 藤沢
芸術分野で活躍する、また群馬にゆかりのあるアート関係者を講師として、それぞれの現場の話題やご自身の体
験談をうかがいながら、その魅力にふれるとともに、将来の目標を設定するうえでも参考にしていくこと。

ヨーロッパの国際関係 小林（弘）
現在EUとして地域統合を進めているヨーロッパも、数々の戦争や危機を経験してきた。この授業では数々の困難
を乗り越え現在まで辿り着いたヨーロッパの国際関係を、歴史的に見ていく。特に欧州統合の流れに注目する。

ヨーロッパの文化と社
会

小林（弘）
「ヨーロッパ」という言葉を耳にしたり口にすることは、よくあると思います。しかし、私達が「ヨーロッパ」と呼んでいる
ものは、実際、どのような姿をしているのでしょうか。この授業ではぼんやりとしたイメージしかないかもしれない
「ヨーロッパ」の実態を、様々な面から掘り下げていきます。

国際法 鈴木（悠）
国際法の基礎的な知識とともに、外交、領土問題、国際組織、人権、犯罪、経済、環境、安全保障、武力紛争な
どの様々な分野で、国際法がどのような役割を担い、どのように機能しているのか、ということを学びます。加えて、
国際法と現代社会の諸問題との関連についても理解を深めます。

火 4
グローバル・シチズン
シップ～大使リレー講
座～

鈴木（悠）

この講義では、SDGs(Sustainable Development Goals)に関連して活動されている外部講師による知見や経験に
ついての講演を聴きます。そして、グローバル・シチズンとしての認識を育むとともに、持続可能な社会を実現する
ために、現代社会における課題に対して問題意識を持ち、理解を深めます。受講生には、講演の内容をもとに、
自身の考えや疑問を発言する機会があります。また、外部講師による講演の授業では毎回課題の提出が求めら
れます。

水 4 比較文学 市川(浩昭)

比較文学は、民族・言語・文化・宗教・地域そして国境などの領域を異にする文学や文化現象が、その境界を越
えて関連し、異言語・異文化・異民族の世界に独自な文学や文化現象を生み出した事象の中に普遍的な実態と
その価値を探る、文学文化研究の一分野である。この講座では、教養教育の立場から文学という文化現象が、異
言語・異文化・異民族間に共有された事実から何を考えることができ、また何を考えなければならないのか、という
比較研究がもたらす問題認識を醸成していきたい。そして比較研究の本来の目的である境界を越えた普遍的な
価値の構築という、その意義を伝えたい。

木 4
Communication in
Society

ﾌﾗｲﾔｰﾐｭｰｽ
In class, students will learn through discussion about how texts are put together and what kinds of elements help
us to understand any type of text. The class will help to clarify what context really entails. We will learn about
REAL communication!

経営学Ⅰ 于
企業経営活動の仕組み、企業の形態と株式上場、企業の経営戦略、経営の国際化などを学ぶことによって、現
代社会の企業の経営活動に対する理解を深める。

5 日本美術に親しむ１ 三宅
日本美術の様々な分野について基礎的な内容から学んでいく。例えば絵画なら、巻子（絵巻）や画帖、掛幅、屏
風など、画面形式ごとにその特質や展開、多様な様相を学び、日本美術の基礎的な知識を身につけ、作品や分
野の魅力を味わっていく。

イギリス史 笠井 古代から近代までのイギリスの歴史を、特に近世以降に重点を置いて概観する。

リーダーシップ入門 日詰

あなたがもし「リーダーをしてくれませんか？」と頼まれたら、「はい」と躊躇わずに言えますか。多くの人は、苦手意
識があるのではないでしょうか。リーダーシップを習得するには、やはり実践して経験を積むことが必要だと思いま
す。そこでこの授業では、これまでの研究で明らかになっているリーダーシップの基礎理論を事例とグループワー
クなどを通じて学びます。これらの知識を身につけることで、皆さんが実際にリーダーをしなければならないとき
に、どのように行動すべきかのヒントになると思います。

国際安全保障論 野口

この授業の目標は、①安全保障とは何か、②リアリズムから見た安全保障、③リベラリズムから見た安全保障、④
戦略的アプローチ、⑤現代の安全保障課題などを理解することです。
「安全保障」という言葉自体、堅苦しく、難しいイメージがあるかもしれません。しかし、国際安全保障の実現は、世
界平和の土台になりますので、とても大切です。この授業では、コンパクトなテキストに基づき、安全保障の基本問
題を学生が発表するとともに、私が分かりやすく解説します。

金 4 マスコミ論 河島
日常生活で接する様々なマスメディア（新聞、放送、出版、広告、映画など）について、その概要と産業としての特
徴を学ぶ。記者クラブ制度、誤報と虚報、プライバシーの侵害などマスコミの倫理問題も扱う。

ミクロ経済学 原谷 ミクロ経済学の基本的な知識と、それを用いて現実の経済問題を考える方法を学びます。

5 ボランティア論 望月

ボランティア(活動)は，自主的な社会貢献活動として社会福祉分野のみならず、社会環境や情報，国際協力、学
校教育、生涯学習に至るまで幅広く取り入れられ，現代の社会そして未来の社会でも人間生活にとって不可なも
のであるという前提で、この講義では，ボランティア(活動)の理論・歴史・実践組織・実践方法論を学び，それを基
礎として、具体的な実践活動の分野・場について考察し、人間としての「生きる力」(「キャリア」)の基礎を育成する。

世界の宗教 片倉
世界の宗教のうち、世界総人口に占める信徒の割合を現在の4分の1から、2050年には3分の1まで増やすであろ
うともいわれているイスラーム教について学びます。その信仰内容、歴史、現代社会における展開など、さまざまな
テーマから講義の各回1つずつを取り上げ、ごく基本的な知識から解説します。

※授業の詳細は、本学ＨＰ（https://www.gpwu.ac.jp/）で令和４年度版シラバスを参照いただくか、個別にお問い合わせください。
    なお、内容については変更になる場合があります。



令和５年度　群馬県立女子大学　高大連携による公開講座一覧及び授業概要【後期】
曜日 時限 授業科目名 担当教員 授　業　概　要

月 4
Language Variation
and Society

ﾌﾗｲﾔｰﾐｭｰｽ
Students will discuss language variation and look at various elements that affect variation. They will need to give
a presentation about Japanese dialects in class.

国際政治史 野口
主権国家体制（ウェストファリア体制）から現代までの国際政治史を概観し、国家間の対立と協調の過程を理解す
る。併せて、国際政治史上のトピックを把握する。

火 4
グローバル・シチズン
シップ～大使リレー講
座～

鈴木（悠） （前期と同様）

プロジェクト・プランニング 兼本 商品開発プロジェクトの模擬体験を通して、商品開発の考え方を学ぶ。

5 メディアと文化２ 木村
日本におけるアニメーションの歴史を産業的観点から論じることで、それを取り巻く諸メディア産業の歴史と構造を
実証的に把握する。

水 4 日本国憲法 大塚 日本国憲法の基本的な解釈を判例も検討しながら学ぶ。

中東・アフリカの国際関係 荒井
中東・アフリカの国際関係の特徴について、歴史的経緯を踏まえながら、アイデンティティの問題、資源と経済の
影響、内戦といったテーマを扱う。

木 4 日本語と文化 富岡
ことばの面白さや多様性、ことばから文化について考えることの難しさなどについて、ことば遊びをしたり皆さんの
言語体験を掘り起こしたりすることで考えていく。
また、それらを通じて日本語に対する知見を深めたり、他者理解について考えたりする。

現代社会と経済 于
この講義では、現代社会のさまざまな経済活動を理解するために、経済学や経営学の基本的な知識と考え方を
学び、また、身近な経済トピックスや企業経営の取り組みなどを通じて、現代社会の経済活動に対する理解を深
める。

量的調査方法論 鳶島

社会調査士資格課程のＢ科目。
この授業では、社会調査の目的、仮説の構築、調査方法とサンプリング、調査票の作成、実査の方法や段取りに
加え、調査データを分析可能な形にするための整理の仕方について学ぶ。また、基礎的な統計分析の方法につ
いても学習する。

Topics in
Communication

梅田
In this course, we consider and discuss various topics related to interpersonal communication and group
communication. This course not only introduces students basic concepts of human communication, but it also
focuses on how students can put to use the concepts they have learned in this course.

5 健康科学 一階

今日、生活習慣病をはじめとする健康問題の拡大にともない、大学教育における健康・体力つくりの意義があらた
めて強調されている。また高齢社会、余暇社会への移行を背景として、生涯にわたって健康を維持し、生きがいの
ある生活を実現するために、運動やスポーツの重要性が著しく高まりつつある。
こうした現代社会の要請に応えるため、本科目では、心身の健康と運動・スポーツについて理解を深め、生涯に
わたって健康な生活を営むための基礎的な知識を身につけることをめざす。

日本美術に親しむ２ 塩澤
古代から近世(一部近代)に至る日本の造形作品を学術的視点や方法によって理解し、鑑賞するために、様々な
観点や要素を学ぶ。そして、日本の造形作品の多面性や魅力、人間及び人間社会との関係にも考えを及ぼす基
礎とする。

TOFELⅡ 川島
TOEFL iBTの各問題形式に慣れるための問題演習を通してアカデミックな場面における英語運用能力を身につ
ける。また受験対策として、受講生の要望に添った苦手分野の対策を行う。

国際社会学 山岡
人の移動がグローバル化する現代世界は、社会学という学問分野にもグローバル化を迫っていると言える。この
授業では、国際社会学の主要なテーマを取り上げ議論していく。

金 4
Cross-Cultural
Pragmatics

吉村

This is a course on cross-cultural pragmatics. Pragmatics is the study of language use in context, where context
includes linguistic and sociocultural surroundings. This course introduces central concepts in cross-cultural
pragmatics (speech acts, politeness theory), and discusses how to compare and contrast certain language use in
different languages and cultures.

人間行動と情報 甲村

日常の会話、インターネット、買い物や広告…私たちは、日々さらされる膨大な情報にどのように接し、取捨選択
し、利用し、行動しているのでしょうか。本講義では、認知科学、神経科学、論理学、社会心理学、行動経済学な
どの知見をもとに、私たちの情報処理特性を学際的に概観することがねらいです。専門知識と基礎理論を理解
し、方法論を学ぶことを目的とします。

5 哲学Ａ 細川

これまでの標準的な哲学史を、「情報」の観点からとらえなおし、「情報論としての哲学史」として再解釈・再構成す
ることを試みます。
今年度は主にヘーゲルの哲学とキェルケゴールの思想を情報論的に再解釈し再構成することを試みる予定で
す。

※授業の詳細は、本学ＨＰ（https://www.gpwu.ac.jp/）で令和４年度版シラバスを参照いただくか、個別にお問い合わせください。
    なお、内容については変更になる場合があります。


